
記入者名
記入年月日
学部・研究科名
学科・専攻等名
コース等名

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる題目・問題・
テーマ等を箇条書に記入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき最低限の（行
動）目標を学生が主語で行為動詞を使用して箇条書
に記入する。）

（A）確かな基礎力を
有する技術者を目指
して以下の能力を身
につける。
A-1 数学，自然科
学，情報処理の基礎
力

（A）確かな基礎力を有す
る技術者を目指して以下
の能力を身につける。
A-2 土木工学の基盤とな
る専門知識

（A）確かな基礎力を
有する技術者を目
指して以下の能力を
身につける。
A-3 日本語による的
確な表現力

（B）自信，活力およ
び向上心のある技術
者を目指して以下の
能力を身につける。
B-1 計画を立案し遂
行する能力

（B）自信，活力およ
び向上心のある技
術者を目指して以下
の能力を身につけ
る。
B-2 自主的かつ継
続的に学習できる能
力

（B）自信，活力およ
び向上心のある技術
者を目指して以下の
能力を身につける。
B-3 専門知識に基づ
き創意・創造・工夫に
よって社会の要求を
解決する能力
（デザイン能力）

（C）実務への応用力
と倫理観のある技術
者を目指して以下の
能力を身につける。
C-1実務上の問題点
や課題を理解し、適
切に対応する能力

（C）実務への応用力
と倫理観のある技術
者を目指して以下の
能力を身につける。
C-2 土木技術者の
関与するプロジェクト
が社会や自然環境
に及ぼす影響を理解
する能力
（技術者倫理・環境
倫理）

（C）実務への応用力
と倫理観のある技術
者を目指して以下の
能力を身につける。
C-3 海外土木事業
の遂行において必要
な知識の理解

（D）豊かな教養と多
面的な視点を持つ技
術者を目指して以下
の能力を身につけ
る。
D-1 技術、人類、文
明、地域、自然の相
互の係わりを理解す
る能力

（D）豊かな教養と多
面的な視点を持つ
技術者を目指して
以下の能力を身に
つける。
D-2土木工学の基
盤となる専門知識
の国際コミュニケー
ション能力

基礎セミナー 大学の学習において重要な、日本語による的確
な表現力とは何かについて説明し、それを身につ
けるための実習を実施する。

わかりやすい文章を執筆することができる．
内容をわかりやすく説明することができる．

◎すべての到達目
標が対応する

情報処理演習 道具としてのコンピュータおよびネットワーク利用
の観点から，ノートパソコンの基本操作，ワードプ
ロセッシング，表計算，ファイル管理，およびネット
ワークを利用した電子メール，ブラウザを利用し
た様々な情報入手方法の実習を中心に講義す
る．

学内LANを通じ，電子メール，ブラウザを利用して
様々な情報の収集・発信ができる．
ワープロソフトを用いて簡単な文書を作成することが
できる．
表計算ソフトを用いて簡単な表計算を実施すること
ができる．
簡単なホームページを作成できる．

◎すべての到達目標
が対応する

線形代数及び演習 高校までに学習した２次までの行列とベクトルの
学習の続きとして、高次の場合の取り扱いや連立
方程式との関係などを学習する。

線形性、一次変換、消去法、行列の階数や正則性、
逆行列、固有値、固有ベクトルなどの用語の正確な
意味を理解すること。
行列、ベクトルの取り扱いに慣れ、あるていど抽象的
な思考ができるようになること。
連立方程式を消去法で解けること。行列の階数を求
められる。行列式の計算ができ、逆行列を求められ
る。固有値、固有ベクトルの計算ができる。

◎すべての到達目標
が対応する

常微分方程式及び演習 本授業では、常微分方程式の基本的な概念と計
算について解説する。

１階微分方程式の解を求めることができる。
特性方程式を利用して２階線形定数係数微分方程
式の解を求めることができる。
一般解と特殊解の概念と違いを説明できる。
ラプラス変換の計算ができる。
ラプラス変換の性質を用いていろいろな関数のラプ
ラス変換を計算できる。
ラプラス変換を用いて常微分方程式の初期値問題を
解くことができる。
他の学問分野にでてくる微分方程式を解法に従って
解くことができる。
日常生活の中で微分方程式で表される現象に関心
を持つ。

◎すべての到達目標
が対応する

学科・研究科等のカリキュラム

学部・研究科の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 学科・専攻科等の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
（1）高い技術力を有する技術者に育てる。
　1-1 Civil and Environmental Engineeringの専門的基礎力とその応用力のある人に育てる。
　1-2 問題発見能力のある技術者に育てる。
　1-3 問題解決能力のある技術者（創意，創造，工夫のできる人）に育てる。
　1-4 表現力，説明能力のある技術者に育てる。
　1-5 豊かな教養のある技術者に育てる。
（2）自信と活力を持ち，常に自己の向上を目指す技術者に育てる。
　2-1 自主的に継続的学習が行える技術者に育てる。
　2-2 計画力とその遂行能力のある技術者に育てる。
　2-3 協調性を持って仕事ができる技術者に育てる。
（3）倫理観のある技術者に育てる。
　3-1 技術者倫理観，環境倫理観，人道的倫理観のある技術者に育てる。
（4）国際社会（特に東アジア）で活躍できる技術者に育てる。

カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

2006年4月1日
工学部
社会建設工学科
東アジア国際コース

学科・研究科等のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）



応用解析I 理工系学問の基礎である応用解析のうち、フーリ
エ解析の基本的な考え方を修得させ、フーリエ級
数、フーリエ積分を応用して、工学の研究の中で
現れる代表的な偏微分方程式の解法について学
ばせる。

与えられた関数の三角関数系によるフーリエ級数展
開が正確にできる。
フーリエ級数の基本的な概念を理解した上で、偏微
分方程式の境界値問題の解を求めることができる。
フーリエ積分やフーリエ変換の基本的な概念を理解
した上で、常微分方程式の初期値問題や偏微分方
程式の境界値問題の解を求めることができる。
論理的な思考過程を通して、問題に取り組むことが
できる。
理解できた部分と理解できない部分が明確に識別で
きる。
何事にも興味をもち、自ら進んで新しい概念に取り
組むことができる。
理解できない部分を理解できるまで考え抜く集中力
と忍耐力をつける。
数学のさらなる勉学意欲を持つ。
新しい概念を知り、驚き・喜びを感じ、感動を覚えるこ
とができる。
数学の必要性を再認識し、より高度な数学に興味を
持つことができる。
自分の思考過程を正確に表現でき、また正確に人に
伝えることができる。

◎すべての到達目標
が対応する

確率統計 実験や観察で得られた数値データを処理して、そ
の傾向や特性を把握するために必要な初歩的な
統計学の説明と、統計学の理解に必要な確率的
な考え方を解説する。

初歩の統計学と確率論の考え方を理解する
表計算ソフトなどを用いて、実験データから平均、分
散、共分散などを求めることができる。

◎すべての到達目標
が対応する

応用解析II 複素関数と複素積分の基本的な概念と計算につ
いて解説する。

複素数を極形式で表現できる
複素関数の定義に基づき方程式が解ける。
複素積分を計算できる
コーシーの積分定理を理解し、具体的な計算に応用
できる。
コーシーの積分公式の概念を理解し、様々な複素積
分を計算できる。
複素級数の概念を理解し、計算できる。

◎すべての到達目標
が対応する

応用物理学I １年次に履修した「物理学」（力学）の後を受け
て，主に剛体の力学と解析力学の基礎について
解説し，演習問題を解くことを実践させながら，力
学の理解を深めさせる．

剛体の運動を考察する基本的概念を説明でき，運動
方程式を定式化できる．
解析力学の基本的原理を説明でき，解析力学の観
点から運動方程式を定式化できる．
剛体の運動の様々な問題を解くことができ，剛体の
運動について，定性的かつ定量的に考察できる．
解析力学の観点から力学系の問題を解くことがで
き，力学系の運動を定性的かつ定量的に考察でき
る．

◎すべての到達目標
が対応する

応用物理学II 物理学の基礎としての「波動」「光」「熱」について
解説する。我々に身近な波動、光、熱に関係した
現象の物理学におけるとらえ方を理解するため
の考え方に重点をおく。また、波動、光、熱に関連
したマクロな現象が、原子分子などのミクロな世
界にどのようにつながっているかを学ばせる。

波動・光に共通した数学的記述の基礎を説明でき
る。
熱力学的な状態とその変化を記述でき、各種の状態
量とそれらの間の関係を説明できる。
授業で扱う物理現象について、関連する物理量の
オーダーを概ね判定できる。
光のもつ様々な性質が、どのような場合に顕著にな
るかを判断できる。
与えられた問題について、最も適切な原理、物理式
等を選択できる。

◎すべての到達目標
が対応する

数値解析 工学に数学を応用するさい、理論的な概念把握と
ともに具体的な数値による結果の算出が必要と
なる。数値解析のさまざまな手法についての理解
が重要となるのはこのためである。げんざい便利
なパソコンソフトが普及しているが、この講義では
プログラムの基礎になっているスキームを丁寧に
学ぶ。

数値解析の基本的な知識を得る ◎すべての到達目標
が対応する

構造力学I 橋梁などの社会基盤構造物を設計するための基
礎的な力学について解説する．構造物に外力が
作用したときの，支点反力，部材内部の力，変形
などを，「力のつりあい原理」を用いて求める力を
養う．

実際の構造物および外力の理想化されたモデルを
理解し説明ができる．
はり（単純ばり，片持ちばり，張出しばり，ゲルバー
ばり）の支点反力および断面力を求めることができ
る．断面力は図化することができる．
移動荷重に対するはりの支点反力および断面力の
影響線を求めることができる．
断面の図心および断面２次モーメントを求めることが
できる．
はりの曲げ応力度を求めることができる．
はりのたわみを求める微分方程式を理解し，それを
用いてたわみを求めることができる．
トラスの支点反力および部材軸力を，節点法および
断面法を用いて求めることができる．
トラスの部材の影響線を求め，図化することができ
る．

◎すべての到達目標
が対応する



構造力学II 橋梁などの社会基盤構造物を設計するための基
礎的な力学について解説する．本科目では不静
定構造問題を解くために，また構造物の変位を求
めるために「エネルギー原理」を用いた解法につ
いて講義する．

静定構造と不静定構造を理解し説明ができる．
静定基本構(系)を用いて不静定構造を解くことがで
きる．
仮想仕事の原理を理解し説明できる．
仮想仕事の原理を用いて静定構造の変位を求める
ことができる．
仮想仕事の原理を用いて不静定構造を解くことがで
きる．
相反定理を理解し説明できる．
相反定理を用いて影響線を求めることができる．
ひずみエネルギーを理解し説明できる．
カスチリアノの定理を理解し説明できる．
.カスチリアノの定理を用いて静定構造の変位を求め
ることができる．
最小仕事の原理を理解し説明できる．
最小仕事の原理を用いて不静定構造を解くことがで
きる．
単位荷重法を用いて高次不静定構造を解くことがで
きる．
講義に継続的かつ積極的に参加できる．

◎すべての到達目標
が対応する

構造力学演習I 構造力学Iと同様，橋梁などの社会基盤構造物を
設計するための基礎的な力学について解説す
る．また教科書の演習問題を中心に，
FE(Fundamentals of Engineering)試験，米国の大
学で使用されている構造力学の教科書の演習問
題，わが国の上級地方公務員試験，技術士補試
験，2級土木技術者認定試験,民間会社の就職試
験などの問題も随時取り入れ，構造物に外力が
作用したときの，支点反力，部材内部の力，変形
などを，「力のつりあい原理」を用いて求める演習
を行う．

実際の構造物および外力の理想化されたモデルを
理解し説明ができる．
はり（単純ばり，片持ちばり，張出しばり，ゲルバー
ばり）の支点反力および断面力を求めることができ
る．断面力は図化することができる．
移動荷重に対するはりの支点反力および断面力の
影響線を求めることができる．
断面の図心および断面２次モーメントを求めることが
できる．
はりの曲げ応力度を求めることができる．
はりのたわみを求める微分方程式を理解し，それを
用いてたわみを求めることができる．
トラスの支点反力および部材軸力を，節点法および
断面法を用いて求めることができる．
トラスの部材の影響線を求め，図化することができ
る．
授業に継続的かつ積極的に参加できる。
ＦＥ試験など英語で出題された演習問題が理解でき
解答できる．

◎すべての到達目
標が対応する

構造力学演習II 構造力学IIの学習内容に関する演習とその解説
ならびに課題の解説を行う．

静定・不静定構造を判定し，不静定次数を求めるこ
とができる．
静定基本構(系)を用いて不静定構造を解くことがで
きる．
仮想仕事の原理を用いて静定構造の変位を求める
ことができる．
仮想仕事の原理を用いて不静定構造を解くことがで
きる．
相反定理を用いて影響線を求めることができる．
カスチリアノの定理を用いて静定構造の変位を求め
ることができる．
最小仕事の原理を用いて不静定構造を解くことがで
きる．
単位荷重法を用いて高次不静定構造を解くことがで
きる．
講義に継続的かつ積極的に参加できる．

◎すべての到達目
標が対応する

土質力学I 様々な成因から成る土粒子の集合体としての
「土」の物理的性質と分類、土の力学挙動に関す
る理論および経験にもとづく法則について基礎知
識を培うことを目的とする。特に浸透、地盤内応
力伝播、圧密沈下問題を解決するための基礎力
を養う。

土の物理的性質を説明できる。
土中の水の浸透のメカニズムを説明できる。
地盤内応力を評価するための手法を説明できる。
粘性土地盤の沈下量、圧密時間を評価する基礎理
論と経験則を説明できる。
易しい英語の問題をとくことができる。
日常生活で見かける地盤の沈下、浸透に関心を持
つ。

◎すべての到達目標
が対応する

土質力学II すべての構造物は地盤によって支えられる。本講
義では、地盤を構成する「土」のせん断による変
形と強度の考え方を習得し、それを応用して、擁
壁に作用する土圧や斜面のすべりに対する安定
問題を解決するための基礎力を養う。

土内部に生じる応力をモールの応力円を用いて表現
できる。
モールクーロンの破壊基準をもちいて土のせん断強
さを示すことができる。
一般的な砂や粘土のせん断特性を説明できる。
クーロンおよびランキンの土圧理論を説明できる。
基本的な地盤条件の土圧を算出できる。
土圧の図式解法を説明できる。
基本的な土構造物の土圧問題を解くことができる。
無限長斜面の安定問題を解くことが出来る。
円弧すべり解析の基本的な考え方を説明できる。
摩擦円法を理解し、安定計算図表を使用できる。
地盤に関する自然現象に興味を持ち、技術者として
の問題解決能力を磨く。

◎すべての到達目標
が対応する

土質力学演習I 土質学Iで学習する内容に関する演習とその解説
ならびに宿題の解説をする。

英文で記述された問題を辞書を用いずに理解でき
る。
土質力学に関する問題に対して，解答に至る過程を
論理的に考えることができる。
地盤沈下，浸透のについて関心をもつ。
授業中および授業外で積極的に学習する習慣が身
についている。
第三者にわかりやすい解答や文章を作成することが
できる。

◎すべての到達目
標が対応する



土質力学演習II 土質学IIで学習する内容に関する演習とその解説
ならびに宿題の解説をする。

英語によるテクニカルタームが理解できる。
英文で記述された問題を理解できる。
土質力学IIに関する問題に対して，解答に至る過程
を論理的に考えることができる。
授業中および授業外で積極的に学習する習慣が身
についている。
第三者にわかりやすい解答や文章を作成することが
できる。

◎すべての到達目
標が対応する

水理学I 河川工学、海岸工学、衛生工学、灌漑工学など
水工学の基礎となる水の性質と流れの現象を理
解し、水工学への応用で特に重要となる力学的
基礎を教授する。

圧力を直感的に理解し、静水圧分布、合圧力とその
作用点、浮体安定の計算ができること。
完全流体の力学モデルの意味、有用性、問題点を
理解し、基礎方程式の意味を理解する。ベルヌイの
定理、運動量の定理の意味を理解し、計算ができる
こと。
せん断応力の物理的意味とＮＳ方程式の意味を理
解する。管路と開水路の等流のピエゾ水頭、流速分
布、流量、断面平均流速の計算ができること。
日常で遭遇する流れ現象を教科書の記述に照らし
合わせて考える癖をつける。

◎すべての到達目標
が対応する

水理学II 土木工学分野での水工学における最も基本的課
題である管水路ならびに開水路の定常流れの基
礎方程式（1次元解析）とその適用について解説
する。

微分方程式で記述された管路定常流・開水路定常
流の基礎方程式の物理的意味を説明することができ
る。
各種損失を考慮した管路の計算ができる。開水路の
水面形を説明することができる。
管路流・開水路流に関する専門用語の意味を説明
することができる。
専門用語を英語で述べることができる。
日常生活で見かける水理現象に関心を持つ。

◎すべての到達目標
が対応する

水理学演習I 水理学Iで学習する内容に関する演習とその解説
ならびに宿題の解説をする。

静水圧分布、合圧力とその作用点、浮体安定の計
算ができる。
完全流体の力学モデルの意味、有用性、問題点を
理解し、基礎方程式を説明できる。
ベルヌイの定理、運動量の定理の意味を説明し、計
算ができる。
せん断応力の物理的意味とＮＳ方程式の意味を説
明できる。
管路と開水路の等流のピエゾ水頭、流速分布、流
量、断面平均流速の計算ができる。
基礎方程式や重要な公式の導出プロセスが説明で
きるよう、論理を進める能力を養う。
日常で遭遇する流れ現象を教科書の記述に照らし
合わせて考える習慣を身につける。
思考過程、論理が読み手に分るような記述ができ
る。

◎すべての到達目
標が対応する

水理学演習II 水理学IIで学習する内容に関する演習とその解説
ならびに宿題の解説をする。

英文で記述された問題を辞書を用いずに読むことが
できる。
水理学に関する問題に対して，解答に至る過程を論
理的に考えることができる。
授業中および授業外で積極的に学習する習慣が身
についている。
第三者にわかりやすい解答や文章を作成することが
できる。

◎すべての到達目
標が対応する

測量学I 地形図作成のために必要な測量手段について詳
細に説明することである。また、自然災害予知に
必要な測量手段の伝授が応用的に説明される。

短距離の測定法、および、測定精度の評価が理解
できる。
障害物が存在する場合の、2点間距離測定が説明で
きる。
高低差測量の基本的な方法が理解でき、説明でき
る。
レベル以外の測量機器で高低差測量の手法が説明
できる。
トランシットの構造的なメカニズムが理解できる。
測角の精度向上のために必要な手法が説明でき
る。
トラバース測量の方法が説明できる。
トラバース網の調整、基準点の測量精度計算が行え
る。
平板測量に用いる各種器具のメカニズムが理解でき
る。
地形図作成の手順が理解できる。

◎すべての到達目標
が対応する

測量学II 測量学Ⅰにて習得した基礎的な測量法を元に、
応用的な測量の手法について詳細に説明するこ
とである。特に三角測量による基準点測量、道路
等に代表される路線測量、写真測量の手法に主
体をおいて説明する。

三角測量の手法について説明する。
偏心観測した場合の測定角調整が行える。
三角網の調整計算が行える。
三辺測量の手法、調整法が説明できる。
路線の基本形が説明できる。
各種曲線の設置法が説明できる。
最適路線のルート設計が行える。
路線変更に必要な曲線要素を提案することができ
る。
空中写真測量の手法、それによる地形図作成法が
説明できる。
写真判読による災害調査が行える。

◎すべての到達目標
が対応する



測量実習及び演習I 距離測量，水準測量，角測量，トラバース測量，
平板測量に関する実習を大学構内にて最新の測
量機器を用いて所要の精度が得られるまで行う．

講義で習得した各測量の原理と方法，結果の整理
の仕方を正しく理解し，要求精度を満たす正確な結
果を算出することができる．
実習で得られた結果に対して理論的かつ工学的な
考察することができ，それを文章として表現すること
ができる．
作業内容を事前に計画でき，実践することができる．

◎すべての到達目
標が対応する

測量実習及び演習II 大学構内において具体的な地形図作成の総合的
な実習を行う．また，三角測量，曲線設置に関す
る実習を最新の測量機器を用いて所要の精度が
得られるまで行う．講義室において道路設計を目
的とする路線測量を行う．

講義で習得した各測量の原理と方法，結果の整理
の仕方を正しく理解し，要求精度を満たす正確な結
果を算出することができる．
実習で得られた結果に対して理論的かつ工学的な
考察することができ，それを文章として表現すること
ができる．
作業内容を事前に計画でき，実践することができる．

◎すべての到達目
標が対応する

建設基礎実験I 建設材料，土質工学，水理学，構造工学および
衛生工学の各分野における代表的な試験方法を
説明し，実験を行う学生の技術的助言を行う．

実験に用いる試験器具類を適切に取り扱うことがで
きる．
実験方法等をきちんと文書で説明できる．
実験データを適切に整理できる．
実験結果に，充分な考察を加えることができる．
実験実習に積極的に参加し，共同作業を行うことが
できる．各試験法の目的・手段を理解し，計画的に
実行できる．

◎すべての到達目
標が対応する

建設基礎実験II 建設材料，土質工学，水理学，構造工学および
衛生工学の各分野における代表的な試験方法を
説明し，実験を行う学生の技術的助言を行う．

実験に用いる試験器具類を適切に取り扱うことがで
きる．
実験方法等をきちんと文書で説明できる．実験デー
タを適切に整理できる．
実験結果に，充分な考察を加えることができる．
実験実習に積極的に参加し，共同作業を行うことが
できる．
各試験法の目的・手段を理解し，計画的に実行でき
る．

◎すべての到達目
標が対応する

環境保全工学 建設技術者にとって開発事業に関わっていく上
で、環境保全の理解は重要となりつつある。本講
は開発と保全の問題を頭におきながら、環境保
全の基礎的な知識と考え方を講義する。

環境保全にかかる基本的な専門用語の理解と、そ
の意味を説明できる。
環境保全にかかる基本的な式の理解と、その意味を
説明できる。
地域環境問題と地球環境問題への対応の仕方、環
境保全と開発の調和の取り方、環境影響に配慮した
開発のあり方を考える素地をつくる。
環境問題への関心を持ち、一部にはその専門分野
へ進む意欲をもつきっかけとなる。
授業に真面目に取り組み、教官の意見を聞くだけで
はなく、それを一旦理解した上で、自分の意見もしっ
かり持つような態度を養う。
講義の要点と感想を毎回まとめることにより、内容を
把握し、簡潔に表現する能力を向上させる。

◎すべての到達目
標が対応する

土木計画学 土木工学における計画・マネジメントの重要性に
ついて説明するとともに，課題発見手法，調査
法，確率・統計的手法，数理計画法等の主要な
計画手法の基本的知識を養う．

課題発見方法や，調査論及び評価方法について説
明することができる．
統計的手法を利用してデータを分析できる．
数理計画問題を定式化できる．
簡単な数理計画問題を解くことができる．

◎すべての到達目標
が対応する

建設情報基礎工学 社会建設工学を学ぶ上で，必要となる
CAD(Computer Aided Design)の基礎を理解し，２
次元CADによる製図法の習得を図る．また，プレ
ゼンテーションの基礎および活用法を，実際にＰ
Ｃを用いた演習を通じて習得することを目的とす
る．

CAD(Computer Aided Design)について説明できる．
オンラインプレゼンテーションの概念を理解する．
他学生のプレゼンテーションについて評価する
CADソフトを使って指定された図面が製作できる．
ＣＡＤやプレゼンテーションソフトを使って自分のホー
ムページを公開できる．

◎すべての到達目
標が対応する

ものづくり創成実習I 与えられた条件を満足する橋梁模型を製作し、そ
の耐荷力を測定する。模型製作は個人製作とグ
ループ製作のパートからなる。単なる模型製作だ
けではなく、設計コンセプト、製作方法、保有性能
についてのプレゼンテーションも実施する。

１．与えられた課題を理解し、設計仕様を決定するこ
とができる。
２．製作物の性能を工学的に評価できる。課題を解
決する製作物を創造できる。
３．ものづくりに興味を持って取り組むことができる。
グループメンバーとコミュニケーションがとれ、協力し
て作業が進ることができる。
４．与えられた課題および製作物の設計仕様と工学
的性能をわかりやすく説明できる。

◎到達目標の４が
対応する

◎到達目標の１～３
が対応する

ものづくり創成実習II 土木構造物の構造設計の基礎的演習により、設
計の基本的プロセスを理解する。まず、土木製図
法の基本について講義した後、２クラスに分けて
講義する。設計のテーマは４年生の土木構造物
設計演習と連動し、コンクリート擁壁と鋼橋、土留
め壁とコンクリート橋の組合わせでの受講を必修
とする。

１．設計指針に基づいた適切な設計書を作成するこ
とができる．
２．各種土圧が作用する土構造物に関心を持つ。
３．土木製図基準にそった美しい図面をCADで作成
することができる。

◎到達目標の３が
対応する

◎到達目標の１～２
が対応する



土木構造物設計演習 水工構造物（防波堤または下水道から1テーマ選
択）および橋梁（鋼橋またはコンクリート橋から1
テーマ選択）の設計概念と設計手順を説明する。

防波堤：設計指針に基づいた適切な設計書を作成す
ることができる．
下水道：下水道：設計条件を満たす流出量を計算で
きる。計算された流出量を流下させることができる管
きょを計算できる。
鋼橋：示方書に基づき設計の手順を説明でき，適切
な設計書を作成することができる。
コンクリート橋：設計の手順を説明できる。
防波堤：各種防波堤に関心を持つ。
下水：下水道に関心を持つ。
鋼橋：橋の設計がどのようになされるか，解析と設計
との関係，景観と解析との関係に興味を持つ。
コンクリート橋：景観と構造物の関係に興味を持つ。
防波堤：土木製図基準にそった美しい図面をCADで
作成することができる。
下水道：下水道に必要なパーツをもれなく平面図、縦
断図に表現することができる。
鋼橋：土木製図基準にそった美しい図面を作成する
ことができる。
コンクリート橋：親柱・高欄をデザインし，コンクリート
橋のパースがきれいに描ける。

◎すべての到達目標
が対応する

国際建設技術演習I 工学の基本的事項（数学，力学等）及び構造力
学，土質力学に関する英語のテクニカルタームを
理解するとともに，これらの分野に関する英語で
の問題演習を行う．

数学，力学，構造力学，土質力学に関する技術用語
について英語で説明することができる．数学，力学に
関する英文の問題を解くことができる．静定構造，不
静定構造，構造物の変位に関する英文の問題を解く
ことができる．透水，圧密，せん断に関する英文の問
題を解くことができる．

◎すべての到達目
標が対応する

国際建設技術演習II 水理学，環境工学，計画学に関する英語のテク
ニカルタームを理解するとともに，これらの分野に
関する英語での問題演習を行う．

水理学，環境工学，計画学に関する技術用語につい
て英語で説明することができる．水理学に関する英
文の問題を解くことができる．環境工学に関する英
文の問題を解くことができる．計画学に関する英文
の問題を解くことができる．

◎すべての到達目
標が対応する

テクニカルコミュニケー
ションI

海外で活動する土木技術者として必要な英語能
力を身につけるための演習を実施する．

テクニカルタームを理解し，説明することができる．
ASCE（アメリカ土木学会）の会報”Civil Engineering”
の記事内容を理解し，説明することができる．

◎すべての到達目
標が対応する

テクニカルコミュニケー
ションII

海外で活動する土木技術者として必要な英語能
力を身につけるための演習を実施する．

テクニカルタームを理解し，説明することができる．
ASCE（アメリカ土木学会）の会報”Civil Engineering”
の記事内容を理解し，説明することができる．
土木工学に関する技術的事項について英語で説明
し，質問に答えることができる．

◎すべての到達目
標が対応する

卒業研究 本科目では，これまでに学んだ社会建設工学に
関する知識をもとに卒業研究を行い卒業論文の
作成を行う．この科目では個人ごとに指導教官が
おかれ、指導教官の指導のもとに研究計画の立
案，研究の実施，研究成果のとりまとめおよび発
表をおこなう．

１．社会の要求する取り組むべき課題を理解する.
２．必要な文献等の資料を収集する.・解決すべき課
題に対する解決方法（調査、実験、解析手法）を理解
する.
３．課題解決のための計画を立案する.
４．立案した計画をふまえて実行する.
５．調査、実験、解析などから得られたデータを分
析・評価する.
６．自主的かつ継続的に取り組む。
７．視聴覚機器を用いたプレゼンテーションができ
る。
８．研究成果を文章にまとめることができる。

◎到達目標の7，８
が対応する

◎到達目標の３，４
が対応する

◎到達目標の5，6が
対応する

◎到達目標の１，２
が対応する

社会建設基礎工学 本講義は、社会建設工学についてよりよく知って
もらうことを目的としている。英語で「Civil
Engineering（市民工学）」と綴られる土木工学を基
に、計画学や環境工学などを融合した工学である
社会建設工学のものづくりを理解し、２年以降の
基礎科目の知識の必要性を認識することを目的
としている。

（１）社会建設工学におけるものづくりを理解する。
（２）社会建設工学に必要な専門知識を理解する。

◎すべての到達目
標が対応する

情報処理理論I 社会建設工学を学ぶ上で，必要となる情報処理
の基礎言語VBA(Visual Basic for Application)を
身につけ使えるようになる．

VBA(Visual Basic for Application)について説明でき
る．
VBAの基本的な関数を理解しその使い方を説明でき
る．
アルゴリズムについてフローチャートで説明できる．
与えられた問題でフローチャートで記述できる．
VBA(Visual Basic for Application)を使って，簡単なプ
ログラムを自分で書くことができる．

◎すべての到達目
標が対応する

建設材料学 コンクリートの構成材料（セメント・骨材）の諸性質
の理解と，フレッシュならびに硬化コンクリートの
特性の把握，および配合設計の習得を目的とす
る．

鋼材、コンクリートの基本的性質を理解する。
鋼材、コンクリートの利用に関する適材適所について
思考力を養う。
土木構造物は直接目で確かめる事ができる。日頃
から、橋や護岸などよく見ておくとよい。時によるとひ
び割れなど発見できる事もあり、その原因と安全性
を調べるとよい。

◎すべての到達目
標が対応する



衛生工学I 衛生工学の概要を理解し、水の利用に関する総
合管理の現状を把握することを目的とする。ま
た、水道施設及び廃棄物処理施設の計画、設
計、維持管理に関する基礎知識・基礎力を養う。

上水道の概要を説明できる。
水の利用に関する総合管理の現状を説明できる。
水道施設の計画、設計、維持管理について検討でき
る。
廃棄物処理施設の計画、設計、維持管理について
検討できる。
Excell等の表計算ソフトを用いた基礎的な管網計算
ができる

◎すべての到達目
標が対応する

複合構造工学I 鉄筋コンクリート（Reinforced Concrete member:
以下RC）の断面構成を示し，外力を受けるRCは
りの全体挙動を解説し，許容応力度設計法およ
び限界状態設計法による断面内応力分布および
断面耐力の求め方を説明する。また，道路橋示
方書に基づき，所要の機能を有する断面の設計
法を概説する。

漸増外力によるRCはりの挙動が順に説明できる。
弾性理論によるRCはり断面のひずみと応力解析が
できる。
終局理論によるRCはり断面の曲げおよびせん断耐
力が計算できる。
RCはりの設計方法を説明できる。

◎すべての到達目
標が対応する

鋼構造工学I 鋼構造工学 I では鋼構造の基礎となる事項につ
いて理解することを目的とする。そのために鋼道
路橋を対象として、まず鋼橋に作用する荷重と鋼
材の性質および許容応力度について説明する。
次に、鋼材の接合法、床版について説明する。

鋼道路橋に作用する荷重について説明することがで
きる。
鋼材の機械的性質について説明することができる。
許容応力度について説明することができ、算定する
ことができる。
ボルト接合と溶接接合について説明することができ、
照査することができる。
床版と床組について説明できる。

◎すべての到達目
標が対応する

河川工学 人類にとって水は必要不可欠です。しかも人類を
含め多くの陸上で生活する生物は淡水が必要な
のです。淡水を供給するのは河川や地下水で
す．貴重かつ重要な水がどのように循環している
のか学びます。河川は時に洪水など災害をもたら
します．災害を防止に必要な知識を解説します。
河川は水や土砂を海へと運搬する単なる水路で
はありません。動植物や昆虫などの住処でもあり
ます。また我々に安らぎや憩いを与えてくれる場
でもあります。河川環境の保全や改善は今や重
要な関心事です。あらゆる生命体に優しい川づく
りを行うために必要な知識を解説します。

社会と河川の関わり合いを説明できる。
各種河川構造物を説明することができる。
降水から流出までの過程を説明することができる。
基本的な流出解析を行うことができる。
河川工学の専門用語を説明することができる。
身近な河川に親しみを持ち，河川のあり方を考える
ことができる。

◎すべての到達目
標が対応する

土木振動学 わが国は地震多発地帯にあるので、各種土木構
造物および土構造物は耐震設計を行うことが必
要になる。そのためには、構造物の振動特性を求
めねばならない。その基礎になる1、2自由度系の
振動方程式の誘導と解法を理解させる。

振動はなぜ発生するかを説明することができる。
振動に関する用語を列挙できる。
1自由度系の自由・減衰自由振動の方程式が作成で
き、それを解くことができる。
1自由度系の力・変位による強制振動の方程式が作
成でき、それを解くことができる。
2自由度系の自由・強制振動の方程式が作成でき、
それを解くことができる。
地震動による構造物の揺れをイメージすることがで
きる。
日常生活で見られる振動現象・地震に関心を持つ。

◎すべての到達目
標が対応する

都市交通工学 この科目では，交通計画，道路の計画と設計，道
路上で生じる交通現象，交通の運用・制御に関す
る事項について講述します．

交通工学に関わる専門的事項を理解し，説明でき
る．
交通計画の方法を理解し，基礎的なネットワークへ
の交通配分計算ができる．
道路計画と道路の幾何構造設計に関する基本事項
を理解し，設計に関わる計算ができる．
交通流現象を把握するための物理量を理解し，交通
現象を表現するモデルの計算ができる．
渋滞時の発生・成長・解消プロセスを理解し，基礎的
な渋滞予測計算ができる．
自分の交通行動そのものが一種の交通実験の繰り
返しであると認識して，さまざまな場面で生じる交通
現象を注意深く観察し，その特性の理解，問題点の
発見と解決策を考察する習慣を身に付ける．

◎すべての到達目
標が対応する

情報処理理論II 近年のパーソナルコンピュータと応用ソフトウェア
の発達により、自分自身でプログラムを作成する
機会は年々減少している。しかし、真に創造的な
研究・開発を行うためには、アイデアの実現手順
を論理的に正確に記述し、プログラムとして実現
する能力が必要であることは今も昔も変わってい
ない。本授業では、Excelに備わるVisual BASICを
用いて、アイデアをプログラムとして実現する流れ
を講述し、演習を通して身につけさせる。

プログラムを見て構造化チャートを描く。
構造化チャートを見てプログラムを記述する。
関数、サブルーチンを使ってプログラムを論理的に
分解する。
フローチャートと等価値の構造化チャートを描く。
文章で与えられた解法をチャートで記述する。
演習課題を授業中に提出する。授業中に提出できな
かった演習課題をメールで提出する。
理解できない部分を積極的に質問する。
自分自身の問題をプログラムで解決することを試み
る。
段付け、コメントを使ったわかりやすいプログラムを
記述する。

◎すべての到達目
標が対応する

衛生工学II 下水道を中心とした排水、廃水、汚泥処理の概要
を講述し，生活排水の処理施設としての下水道
施設の建設計画，維持管理に関する基礎知識を
習得させる．

水質汚濁、下水道施設、汚泥処理施設、その他の汚
水処理施設に関わる用語や原理を説明できる。
簡単な下水道の計画ができる。
簡単な下水道施設の設計ができる。
与えられた条件に対して適切に計画、設計を行うこと
ができる。
授業内容について積極的に質問する。授業中の教
官からの問いかけに対して積極的に回答する。

◎すべての到達目
標が対応する



複合構造工学II 鉄筋コンクリート構造およびプレストレストコンク
リート構造における各設計法について概説し，基
本的な設計計算方法について説明する．

許容応力度設計法と限界状態設計法による応力計
算ができる．
軸力と曲げモーメントを受ける鉄筋コンクリート部材
の応力計算ができる．
軸力と曲げモーメントを受ける鉄筋コンクリート部材
の終局耐力を求めることができる．
鉄筋コンクリート床版の押抜きせん断耐力を計算で
きる．
プレストレストコンクリート部材の応力計算ができる．
プレストレストコンクリート部材の終局耐力を求める
ことができる．
コンクリート構造物の維持管理の必要性を理解す
る．

◎すべての到達目
標が対応する

鋼構造工学II 鋼橋を中心とした鋼構造物の歴史・解析法・設計
法・補修方法の基礎知識を学ぶことを目的とす
る．鋼構造物の国際比較を通じて，日本の鋼橋
の世界における位置，国際競争力への理解を深
める．

L荷重の概念を理解し説明ができる．
プレートガーダーにかかる死荷重，活荷重を求める
ことができる．
プレートガーダーの反力の影響線を求めることがで
きる．
それらを用いてプレートガーダーの最大曲げモーメン
トを求めることができる．
プレートガーダーの抵抗モーメントを求めることがで
きる．
プレートガーダーの設計をすることができる．
活荷重合成桁の概念を理解し，合成前，合成後の違
いを説明できる．
合成桁の応力照査を合成前，合成後の両者に対し
て行うことができる．
吊橋の歴史を学ぶことにより，現在の世界における
長大橋梁の国際比較と国際競争力を理解する．
鋼構造物の維持・補修の重要性と，その方法を理解
する．
橋梁の構造形式や設計方法に興味を持つ.
橋梁に関する国際競争力や国際比較を理解するこ
とで、土木の国際社会に関わる問題に関心を持つ.

◎すべての到達目
標が対応する

マトリックス構造解析学 有限要素法を用いた骨組み構造および平面弾性
問題の解法の基礎について説明する．

有限要素法の概念を理解し説明できる。
トラス要素の剛性マトリックスが作成でき、有限要素
法によりトラス構造を解くことができる。
ラーメン要素の剛性マトリックスが作成でき、有限要
素法によりラーメン構造を解くことができる。
三角形平板要素の剛性マトリックスが作成でき、有
限要素法により２次元平面応力状態の構造を解くこ
とができる。

◎すべての到達目
標が対応する

土木施工法 社会基盤構造物（橋梁、建築物、盛土構造物、道
路、岸壁など）の基礎の種類や、工法、施工方法
に関する基礎的知識を培うことを目的としている。
ゼネコンの建設技術者を志望する者にとって必須
的な科目である。

様々な社会基盤構造物の建設、維持、管理、補修に
伴う基本的な施工法を知ること。
社会基盤構造物の建設・維持・管理・修復技術につ
いての基礎知識のほか、その工法に伴う倫理的な
考察能力、さらに実際の施工時におけるこれら工法
の選択能力、さまざまな事態に対応できる応用能力
をつけさせる。
いろいろな施工法について、文章で表現すること。

◎すべての到達目
標が対応する

海岸工学 水面波の基本的性質、波浪の発生・発達、波の
変形、潮汐、高潮、津波、漂砂と海浜変形、港湾
施設の構造と機能、について解説する。

波の基本量を正確に理解し、速度分布、エネルギー
とその輸送、進行波と重複波の性質、波による流速
分布の性質を説明できる。
不規則波の諸量、風波の発達の要因を説明できる。
浅水変形、屈折、回折、砕波の現象を説明できる。
潮汐、高潮、津波、潮流の現象を説明できる。
漂砂現象、海浜変形の性質を説明できる。
港湾施設の構造と機能について説明できる。

◎すべての到達目
標が対応する

都市計画 都市計画は，人々が安全で快適に生活できるとと
もに，活気あるまちづくりを進めるためのもので
す。授業では，都市計画の基本的な仕組みを教
えるとともに，世界や日本の都市計画の代表的な
例をビジュアルに紹介し，都市計画がいかに魅力
的な空間を創出するかについて，解説します。

都市計画が規制と事業を基本的な仕組みとしている
ことが説明できる。
話題の大型再開発プロジェクトが都市再開発事業手
法と関係づけて，理解できる。
身近な都市を想定して，その都市の問題点を指摘で
きる。
身近な都市を想定して，その都市をより魅力的にす
るための方策を指摘できる。
国内外の都市計画への関心を高め，その特徴を討
議できる。

◎すべての到達目
標が対応する

耐震工学 わが国は地震多発地帯にあるから地震の発生機
構や地盤動を理解しておくとともに、各種土木構
造物および土構造物の耐震設計に必要となる震
度法とその適用法について習得させる。

地震はなぜ発生するのかを説明できる。震害とはど
ういうものかを列挙でき、それが社会に与える影響を
記述することができる。地震時における地動変位を
解くことができる波動方程式を解くことができる。震
度法の考え方を説明できる。各種構造物の設計震
度の考え方を理解するとともに、設計震度を算定で
きる。地震時土圧公式・動水圧の公式を理解し、適
用することができる。地震時には構造物が不安定に
なることが説明できる。砂地盤の液状化と素の因
子、対策を理解している。
世界中で頻繁に発生する地震に関心を持つ。

◎すべての到達目
標が対応する



建設環境工学 建設に関わる環境問題について解説する．具体
的には，建設がもたらす振動・騒音の環境への影
響，振動，騒音現象を解明する数値解析手法の
入門的内容について講義を行う．また建設作業
者自身の健康確保に重要な有毒ガスや粉塵など
の環境問題や，環境保全のための地下空間利用
法についても講義する．

建設に関わる環境問題について理解し説明できる．
騒音，振動に関する基礎知識を理解し説明できる．
差分法(陽解法)を理解し，簡単な問題をExcelで解け
る．
有毒ガスや粉塵などの危険性を理解し，説明でき
る．
環境保全のための地下利用とその問題点を理解し
説明できる．
授業に継続的かつ積極的に参加できる。

◎すべての到達目
標が対応する

インターンシップ 主に夏休みに1週間から1ヶ月程度，企業や官庁
などの実社会の現場において，自らの専攻，将来
のキャリア等に関連した就業体験を行うことによ
り，高い職業意識の形成や，大学での学習効果
の確認向上を行う．

就業体験を行うことにより，大学での学習効果を確
認し向上させる。
研修先において意欲と関心をもって積極的に研修に
参加する。
就業体験を行うことにより，高い職業意識の形成を
行う．

◎すべての到達目
標が対応する

工業英語 各研究室において，教官の指導のもと技術文献
を講読する．講読後，文献の英文概要を含めたレ
ポートを指導教官に提出し，その内容に基づいて
評価を行う．

卒業研究に関連した内容に関するテクニカルターム
の意味を説明できる．
英文技術文献の内容を説明できる．
技術文献の内容に関する英文概要を作成できる．

◎すべての到達目
標が対応する

社会建設工学特別講義
（技術者倫理）

土木・建築技術者に必須な技術者倫理観を解説
する。報告書の作成，発表の方法について解説
する。講義担当教官：濱田純夫，進士正人，河内
義文

レポートの基本的な構成について説明できる。
技術者倫理について説明ができる。
技術者として取得すべき倫理観について議論でき
る。

◎すべての到達目
標が対応する

社会建設工学特別講義
（港湾工学）

港湾施設の概要、機能等並びに港湾整備を実施
する上で必要となる関連法規、費用対効果分析、
環境への配慮等について解説する。

港湾施設の機能について説明できる
港湾と我が国経済との関わりについて説明できる。
港湾施設の整備の進め方について説明できる
社会資本整備の意義・効果の基本的事項について
説明できる

◎すべての到達目
標が対応する

国際実習I 長期休業中に２週間から1ヶ月程度，海外での語
学研修プログラムに参加することにより，国際コ
ミュニケーション能力の向上を計る．

海外事情や文化に興味を持ち，理解することができ
る。
外国人と日本語以外の言語で日常会話ができる。

◎すべての到達目
標が対応する

国際実習II 長期休業中に２週間から1ヶ月程度，海外の社会
基盤整備に対する体験学習、または海外の大学
での研修を行うことにより、国際的な技術者として
の視野を広げる。

国際的な技術者としての視野をもつことができる。 ◎すべての到達目
標が対応する

社会活動実習 学期中の授業後、休日、または長期休暇等の期
間中に、下記のような社会活動プログラムに従事
することにより、地域社会や大学の一員としての
意識を養い、市民とともに歩む技術者としての社
会性を培う。①地域づくり、まちづくり活動②災害
ボランティア活動③大学の運営に協力する活動

地域社会や大学の一員として行動することができ
る。

◎すべての到達目標
が対応する

数学・物理学科目で
26単位以上取得

対応科目の24単位
取得

卒業研究の発表点
（30点満点）が18点
以上

卒業研究の自主点
「①　課題解決方法
を自ら考え、計画を
立案できたか。（10
点満点）」が6点以上
卒業研究において適
切な計画書を作成
し，実施することがで
きる

卒業研究の自主点
「②　自主的かつ継
続的に学習できた
か。解決方法を自ら
発見する態度を養え
たか。（20点満点）」
が12点以上

卒業研究の自主点
「③　卒業研究の課
題の社会的背景に
ついて理解したうえ
での提案ができてい
るか。（10点満点）」
が6点以上
卒業研究の理解度
点「⑤　卒業研究の
課題を理解した上
で，適切な論理的考
察がなされている
か。関連分野の知識
を習得しているか。
（30点満点）」が18点
以上
卒業研究において問
題を理解し，適切な

対応科目の30単位
以上取得

社会建設特別講義
において，技術者倫
理を巡る実際の問題
について理解してい
る
環境保全工学の単
位取得

対応科目の単位取
得

対応科目の試験合
格

対応科目の試験合
格

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

例　卒業研究の達成度判定基準

発表内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

    



判　 定

    

発表技法に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目


